
フランス文化を
パリのモニュマンから
La culture française à travers les monuments de Paris

ノートルダム・ド・パリ
聖母崇拝と中世幻想

ヴェルサイユ宮殿
太陽王からマリー・アントワネットへ

オペラ座
絢爛の祝祭空間

エッフェル塔
“近代”の誇張から象徴へ

モスク
異文化へのまなざし

2013.10.19 （土） 10:00-17:40
日仏会館ホール

日仏文化講座

参加費●主催・共催団体会員／無料●一般／1000円●学生／500 円
定員●120名
お問い合せ●03-5424-1141
日仏会館ホール：東京都渋谷区恵比寿3‒9‒25 （恵比寿駅ガーデンプレイス方面徒歩10分）

司会●塩川徹也（東京大学名誉教授）
講師●田村　毅 （東京大学名誉教授・獨協大学特任教授）
　　　鈴木雅生（学習院大学准教授）
　　　福島　勲（北九州市立大学准教授）
　　　滝沢明子（上智大学非常勤講師）
　　　倉方健作（東京理科大学非常勤講師）
　　　福田美雪（獨協大学専任講師）

主催■公益財団法人日仏会館
共催■フランス政府給費留学生 (ABC)の会、日本フランス語フランス文学会
後援■丸善出版株式会社

■参加には事前参加登録が必要です。WEB、お電話、FAXで登録をしてください。
WEB●日仏会館ウェブサイト（http://mfjtokyo.or.jp）のトップページの「イベント参加登録」からアカウントを作成してお申し込みください。
TEL● 03-5424-1141　　FAX● 03-5424-1200（参加される方全員の氏名および代表者の電話番号を明記してください）

ルーヴルとケ・ブランリー
文化を展示する



多様・多彩でありながら洗練された統一
を感じさせるフランスの文化は、文学・
芸術ばかりでなく、モードやガストロノ
ミー、さらには休日・ヴァカンスの過ご
し方のようなライフスタイルに浸透して
います。そのような文化の特質を、パリ
とその近郊のモニュマンを手がかりにし
て考えてみたいと思います。フランス語
のモニュマンは、英語のモニュメントと
同じ言葉ですが、英語よりは適用範囲が
広く、記念碑や記念建造物ばかりでなく、
教会、宮殿、劇場など、考古学や歴史あ
るいは芸術の観点から見て興味深い建造
物も意味します。ノートルダム大聖堂、
エッフェル塔、オペラ座、ヴェルサイユ
宮殿など、フランスを代表するモニュマ
ンを、その地理的環境と歴史的背景を踏
まえて、画像の助けも借りて紹介しつつ、
それが具現しているフランス文化のあり
方を明らかにすることを目指します。
講師陣は、昨年公刊された『フランス文
化事典』（丸善出版）の編著者およびそ
れに協力した新進気鋭の研究者です。フ
ランスに長期間生活し、異文化を鋭敏な
感覚をもって吸収してきたすぐれた専門
家の方々のお話を通じて、フランス文化
の光と影、香りと味わいを感じ取ってい
ただければと願っています。

シテ島には、中世初期から大小20もの教会堂が建てられ、6世紀頃には、聖ステパノ（サン・テティエンヌ）
に奉献された大

カ テ ド ラ ル

聖堂が創建された。ノートルダムは、その東隣にある小さな教会堂にすぎなかったが、12
世紀になって、旧来の大聖堂を壊し、その石材を用いて、跡地にほぼ今日見られるような大伽藍が建立され
た。聖人から聖母マリアへの信仰の移り変わりは、なぜなのか。15世紀、ヴィヨンの一編の詩に、聖母へ
の祈りを読み、16世紀、ラブレーの描く巨人ガルガンチュアが教会の塔に上る姿をみる。以後、王侯貴族
の式典の場にもなった大聖堂は、採光のために壁面の一部とステンドグラスが壊され、正面入口を高くする
ために上部彫刻群が削られた。19世紀、大革命の際に彫像群が破壊され荒廃した会堂を、ナポレオンはあ
えて皇帝即位の場に選ぶ。ユゴーは、大聖堂を中世風歴史小説の舞台に仕立て、傷ましい会堂の修復を訴え
た。それに呼応するかのように、建築家ヴィオレ・ル・デュックが、想像力に導かれるがままに、中世ゴシッ
ク風大伽藍の復元に取り組む。今日、大聖堂を訪れる観光客は年間２千万人にのぼるという。●田村毅：専門
は 19世紀フランス文学、特にジェラール・ド・ネルヴァル。現在は獨協大学特任教授、東京大学名誉教授。

ヴェルサイユ宮殿といえば、日本では漫画そして宝塚歌劇で舞台化されている『ヴェルサイユのばら』でよ
く知られ、観光スポットとしても絶大な人気を誇っている。その壮麗な建築と室内装飾、広大な庭園、マリー・
アントワネットが愛したプチ・トリアノンなどについて、歴史的、文化的に掘り下げてみてはどうだろう
か。太陽王ルイ 14世が築きあげた宮殿と、そこで繰り広げられた美食、ファッション、演劇などの宮廷文
化、そしてルイ15世時代に花開いたロココ文化について紹介する。●滝沢明子：東京大学大学院博士課程を経て、
パリ第七大学にて博士号取得。専門は 20世紀文学・批評、特にロラン・バルト。現在、上智大学ほかで非常勤講師。

パリ・オペラ座は、いつの時代も文化と社交の華であり、あらゆるアーティストや観客を虜にしてきた。絢
爛豪華なパレ・ガルニエにひとたび足を踏み入れれば、音楽・バレエ・舞台芸術の織りなすイリュージョン
によって、現実から切り離された夢の祝祭に酔いしれることができる。観客と舞台が共鳴し、ひとつに溶け
合うオペラ座からは、イタリアオペラの流行やバレエ・リュス旋風など、文化史に残るさまざまなドラマが
生まれた。いくども危機の時代をくぐりぬけ、今なお芸術と娯楽の殿堂として君臨するオペラ座の歩みをた
どる。●福田美雪：東京大学大学院博士課程を経て、パリ第三大学博士（文学）。専門は 19世紀フランス小説、特にエミー
ル・ゾラ。現在、獨協大学外国語学部フランス語学科専任講師。

フランス革命から 100年が経過した 1889年、エッフェル塔はパリ万国博覧会にその威容を示した。「石」
の時代から「鉄」の時代へと移り変わる大きな流れのなかでの登場だったが、300メートルの鉄塔の出現は
都市の表情を一変させる事件として当時は激しい非難にもさらされた。いわば近代の誇張として捉えられた
エッフェル塔だったが、その後は圧倒的な存在感と力強い喚起力で文化や技術を牽引し、近代都市・パリの
象徴としての地位を確立する。本発表では、世紀末からベル・エポック、そして現在に至るまでのエッフェ
ル塔と「近代」のイメージを、当時の芸術家による絵画や写真を示しながら読み解いていく。●倉方健作：東
京大学大学院博士課程修了。専門は 19世紀文学、特にポール・ヴェルレーヌ。現在、東京理科大学ほか講師。

カルチェ・ラタンのはずれには、礼拝堂の他にイスラム神学校や図書館を備えた、フランス最大のモスクが
ある。だが、伝統的にカトリック国であるフランスの首都に、どうしてモスクが建設されることになったの
だろうか。フランスとイスラムとの交流は、十字軍の遠征から旧体制下におけるオスマン帝国との同盟、19
世紀における北アフリカの植民地化にいたるまで、つねにある種の緊張を孕んできた。しかしその一方でフ
ランスは、「トルコ趣味」や「オリエンタリズム」の流行に典型的に見られるように、イスラムという他者
を自らの文化のなかに取りこんできた。本発表では、フランスがイスラムという異文化に対して向けるまな
ざしの変遷を浮き彫りにしたい。●鈴木雅生：東京大学大学院博士課程を経て、パリ第四大学にて博士号取得。専門
は 20世紀フランス文学、特にル・クレジオ。現在、学習院大学文学部フランス語圏文化学科准教授。

セーヌ川の両岸には、二つの対照的な、国立の展示施設がある。一つは右岸の、世界一の来館者数をほこる
ルーヴル美術館であり、もう一つは、左岸に2006年に開館したケ・ブランリー美術館である。だが、自国
の文化的ルーツを示すルーヴル美術館に加えて、新たに非西洋圏の文化を展示するケ・ブランリー美術館が
設立されたのは何故だろうか。両美術館の歴史や展示物を見比べながら、展示施設の社会的機能やそこから
見えてくるフランス文化の現在について考察してみたい。●福島 勲：東京大学大学院博士課程修了。専門は 20世
紀フランス文学と文化資源学、特にジョルジュ・バタイユ。現在、北九州市立大学文学部比較文化学科准教授。

10:00–10:15 開会挨拶　北村一郎（日仏会館常務理事、東京大学名誉教授）
趣旨説明　塩川徹也（東京大学名誉教授）

10:15–11:10
「ノートルダム・ド・パリ̶̶聖母崇拝と中世幻想」（田村 毅）

11:10–12:05
「ヴェルサイユ宮殿̶̶太陽王からマリー・アントワネットへ」（滝沢明子）

13:30–14:25
「オペラ座̶̶絢爛の祝祭空間」（福田美雪）

14:25–15:20
「エッフェル塔̶̶“近代”の誇張から象徴へ」（倉方健作）

15:40–16:35
「モスク̶̶異文化へのまなざし」（鈴木雅生）

16:35–17:20
「ルーヴルとケ・ブランリー̶̶文化を展示する」（福島 勲）

15:20–15:40 コーヒーブレイク

●

●

●

17:20–17:40 質疑応答  （終了後に懇談会を催します）●

12:05–13:30 昼休み

●

●

プログラム
Programme

●

●


